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子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
拓
き
、

国
際
化
社
会
に
対
応
で
き
る
人

材
を
育
て
る

私
た
ち
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
以
前
よ
り
早
い

ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
い
ま
す
。
北
陸
新

幹
線
飯
山
駅
開
業
に
よ
り
、
飯
山
に
海
外

か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
、
海
外
の
人
と
触
れ
あ
う
機
会
が
増
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
I 

C 

T
の
進
化
は
目

ま
ぐ
る
し
く
、A 

I
、自
動
運
転
、ド
ロ
ー

ン
な
ど
、
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
日
々

進
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
全
国

的
な
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
な
ど
大
き

な
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
、
社
会
情
勢
に
よ
り
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
へ
の
教
育
の
あ
り
か
た
に
つ
い

て
も
、
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

情
報
通
信
技
術
に
学
校
で
触
れ
ら
れ

る
よ
う
、
昨
年
12
月
に
、
市
内
の

全
小
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
大
型
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
（
大
型
提
示
装
置
）
を
整
備
し

ま
し
た
。
市
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
飯

ICT（情報通信技術）教育環境の充実
市内全小学校にタブレット端末と大型ディスプレイを整備

特集　子どもたちの未来を拓く

山
市
I 

C 

T
活
用
研
究
委
員
会
を
設
置

し
、
ま
た
、
教
員
一
人
を
大
学
で
学
ば
せ

る
な
ど
し
、
環
境
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
各
教
育
現
場
の
実
践
で
、
最

大
限
活
用
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
先
生
方
が
授
業
で
の
指
導
を
工
夫

し
て
い
ま
す
。

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
誰
と

で
も
で
き
る
時
代
に
向
け
、
A 

L 

T
（
英
語
指
導
助
手
）を
２
名
増
員
し
、

市
で
6
名
と
し
、
小
学
校
で
は
、
英
語
の

授
業
で
毎
時
間
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
英
語
に
触

れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、
今
年
度
か

ら
は
、
英
語
指
導
の
助
言
を
す
る
英
語
指

導
主
事
が
各
学
校
の
英
語
授
業
を
助
言

指
導
し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、
I 

T
技
術
の
進
化
な

ど
に
よ
り
、
こ
の
先
、
今
ま
で
に

な
か
っ
た
よ
う
な
、
前
例
の
な
い
課
題
に

直
面
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
答
え
の
な
い
課
題
に
対
し
、
他

者
と
協
働
し
な
が
ら
、
自
分
で
判
断
し
、

行
動
し
、
最
善
の
方
法
を
み
つ
け
な
く
て

は
い
け
な
い
時
代
が
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
先
の
見
え
な
い
課
題
に
対
し
、
力

が
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

乗
り
越
え
て
い
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
を
秘
め
た
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

信
じ
、
国
際
化
社
会
に
対
応
で
き
る
教
育

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

飯
山
市
教
育
長　

長
瀬　

哲

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を

子
ど
も
た
ち
に

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
通
し
て
育

成
す
る
思
考
力
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思

考
」。
こ
れ
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行

う
能
力
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
国
語
や
算

数
な
ど
の
科
目
、
日
常
生
活
、
社
会
に
出

た
後
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
生
か
す
こ
と

の
で
き
る
汎
用
的
な
能
力
で
す
。

　

木
島
小
学
校
で
は
、
文
部
科
学
省
の

補
助
金
な
ど
を
活
用
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
使
っ
た
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
L 

E 

D
や
各
種
セ
ン

サ
ー
な
ど
を
接
続
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
す

る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
木
島
小
学
校
で
は
、

L 

E 

D
を
信
号
機
の
よ
う
に
点
滅
さ
せ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
た
り
、モ
ー
タ
ー
カ
ー

に
つ
な
い
で
走
る
速
さ
と
時
間
を
プ
ロ
グ

ラ
ム
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
い
ず
れ
も
キ
ー
ボ
ー
ド

付
き
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
入
力
し
ま
す
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
命
令
が
書
か
れ
た
ブ
ロ
ッ

ク
を
組
み
合
わ
せ
る
も
の
で
す
。

　

授
業
を
担
当
し
た
平
田
久
貴
先
生
は
、

「
授
業
は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
行
っ
て
い

る
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
き
れ
ば
い
い
と
考

え
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
す
る
こ
と
で
お
も
し
ろ

い
と
感
じ
て
も
ら
え
ば
い
い
。
授
業
は
、

グ
ル
ー
プ
で
行
う
。
子
ど
も
た
ち
自
身
が

考
え
、
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
目
標
を
達

成
で
き
る
こ
と
が
重
要
。」
と
話
し
ま
す
。

　

木
島
小
学
校
校
長
で
、
飯
山
市
I 

C 

T
活
用
研
究
委
員
会
委
員
長
の
平
野
弘

蔵
先
生
か
ら
は
、「
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が

各
教
室
に
配
備
さ
れ
、
多
く
の
授
業
で
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
先
生
方
に
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
を
は
じ
め
と
し
て
、
I 

C 

T
機
器
を
一
層
扱
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
研
修
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
使
い
こ
な
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。」

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

飯
山
市
で
は
、
引
き
続
き
子
ど
も
た
ち
が

最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
触
れ
る
よ
う
、

取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　現代では、生活の中に溶け込んでいる ICT。このような時代をうけて、以前にはない
ICT を使った教育が進められています。市内各小学校では、タブレット端末、大型ディ
スプレイ（大型提示装置）を活用した取り組みが始まっています。
　木島小学校では、平成28年から２年間 ICT推進校として取り組み、平成29年度からは、
タブレットや大型ディスプレイをどの教科のどんな場面で活用できるか研究を進めています。

木島小学校の国語の授業風景。（上）１年生の市川涼花さんは、「村」
の「へん」と「つくり」の間をあけると違う漢字になるということ
を大型ディスプレイを使い説明。（右）３年生担任の塚本真里子
先生がタブレットを操作し、子どもたちが大型ディスプレイを見
ながら楽しそうに書き順を習っています。

（左）タブレットを使い、モーターカーの上にあるコンピュータ（ス
タディーノ）に接続し、プログラミングをしている伊東きらりさん
と藤巻光音君。（右）コンピュータのプログラミング制御画面。

昨年９月に実施したプログラミングの授業でタブレットを操作する
木島小学校４年生の市川愛羽さんと石澤翔くん

特集  子どもたちの未来を拓く特集  子どもたちの未来を拓く
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戸狩小学校６年生
手塚 宗太さんに話を聞きました

気軽に英語を話せる雰囲気を大切にしています
城北中学校担当ALTのアレックス先生
楽しく英語を学べるように教材を準備したり、授業中
にも生徒の目の高さで声がけすることに気を付けてい
ます。また、放課後も生徒の相談にのるなど、「使え
る英語」を身につけられるように支援しています。気
軽に英語を話せる城北中の雰囲気を大切にしていま
す。

「他の授業と比べて、断然おもしろい。」と答えた手
塚宗太さん。英語の授業について聞くと、セイジ先
生はいつも笑顔で授業が楽しいと話します。宗太さ
んは、野球が好きで、「将来アメリカに行く時がある
かもしれない」と話し、将来の目的に向かって、英
語の授業に取り組んでいる様子がうかがえました。

国際化社会に対応できる教育
本物の英語を子どもたちへ
小学校ではほぼ毎時間ALT（英語指導助手）が英語学習に参加できる環境へ

　

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
が
開
業
し
、
駅

の
ホ
ー
ム
に
は
、
新
幹
線
か
ら
降
り
る
観

光
客
が
波
の
う
ね
り
の
よ
う
に
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
海
外
か
ら
の

観
光
客
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
飯
山

市
へ
の
移
住
者
は
、
昨
年
は
１
１
３
人
と

な
り
、
そ
の
中
に
は
海
外
出
身
な
ど
の
移

住
者
も
い
ま
す
。

　
以
前
よ
り
確
実
に
、
英
語
に
つ
い
て
の

必
要
性
が
増
し
て
い
る
現
在
に
お
い
て
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
多
く
の
生
の
英
語
や

海
外
の
文
化
を
体
験
し
、
勉
強
し
て
も

ら
う
た
め
に
、A 

L 

T
（
英
語
指
導
助
手
）

を
増
員
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り

多
く
の
生
の
英
語
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
小
学
校
で
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の

英
語
の
時
間
に
A 

L 

T
が
授
業
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
英
語

の
授
業
に
関
し
て
相
談
や
助
言
を
す
る

英
語
指
導
主
事
を
今
年
度
か
ら
配
置
し
、

よ
り
手
厚
い
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

授
業
の
様
子

　

城
北
中
学
校
２
年
３
組
の
英
語
の
授

業
は
、新
津
一
真
先
生
と
A 

L 

T
の
ア
レ
ッ

ク
ス
先
生
が
担
当
し
ま
す
。
今
回
の
授
業

の
テ
ー
マ
は「
選
挙
」で
す
。
こ
の
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
独
創
性
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、

「
こ
の
ク
ラ
ス
全
員
が
宇
宙
船
で
他
の
惑

星
に
住
ま
な
く
て
は
い
け
な
く
な
っ
た
。」

と
い
う
も
の
。
そ
こ
で
選
挙
で
リ
ー
ダ
ー

を
決
め
る
た
め
、
公
約
等
に
つ
い
て
、
グ

特集　子どもたちの未来を拓くル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
発
表
し
選
挙
を
行

う
も
の
で
す
。
授
業
の
大
部
分
が
英
語
で

行
わ
れ
て
お
り
、
よ
り
実
践
に
近
い
英
語

を
多
く
体
験
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
か
ら
は
笑
顔
が
見
え
る
な
ど
楽

し
い
雰
囲
気
の
授
業
で
し
た
。
生
徒
２
人

か
ら
話
を
聞
く
と
「
英
語
を
話
せ
る
よ
う

に
な
り
た
い
」
と
い
う
の
が
共
通
し
た
思

い
で
し
た
。

　

戸
狩
小
学
校
６
年
生
の
英
語
は
、
担

任
の
堀
正
則
先
生
と
A 

L 

T
の
セ
イ
ジ
先

生
が
協
力
し
て
行
い
ま
す
。
今
回
の
授
業

は
、
卒
業
式
が
近
い
と
い
う
こ
と
で
「
マ

イ　

ベ
ス
ト　

メ
モ
リ
ー
（
私
の
一
番
の

思
い
出
）」
を
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
す
も
の

で
す
。
英
語
を
交
え
説
明
を
す
る
堀
先

生
と
セ
イ
ジ
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

見
本
で
、
生
徒
た
ち
も
楽
し
そ
う
に
授
業

を
受
け
て
い
ま
し
た
。宮
澤
理
紗
さ
ん
は
、

「
先
生
が
海
外
の
人
だ
か
ら
と
て
も
新
鮮

だ
し
、
憶
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
界
中

に
知
り
合
い
を
作
っ
て
文
化
交
流
を
し
た

い
。」と
将
来
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
ま
た
、

木
原
綾
香
さ
ん
は
、「
将
来
は
通
訳
に
な

る
の
も
い
い
か
な
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。海

外
と
の
交
流

　

飯
山
市
に
は
、
国
際
化
に
向
け
、
子
ど

も
た
ち
が
海
外
と
交
流
体
験
を
通
し
て

学
べ
る
場
が
あ
り
ま
す
。

　

中
国
深
セ
ン
外
語
学
校
は
、
市
内
中

学
校
と
交
流
が
あ
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に

迎
え
入
れ
た
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た

り
相
互
に
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
同
じ
く

中
国
深
セ
ン
市
福
田
区
と
は
、
友
好
交
流

都
市
と
し
て
、
卓
球
を
通
し
た
交
流
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

バ
サ
ー
ス
ト

ハ
イ
キ
ャ
ン
パ
ス
校
と
も
交
流
を
し
て
お

り
、
一
年
お
き
に
、
中
学
生
と
高
校
生
の

希
望
者
を
募
り
交
流
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　　

飯
山
市
は
、
今
後
も
国
際
感
覚
を
養

い
、
誰
と
で
も
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
れ
る
よ
う
国
際
化
社
会
に
対
応
で

き
る
教
育
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

城北中学校の英語の授業風景。２年３組の生徒と、アレックス先生。

大型ディスプレイにを見ながらの授業。
左からセイジ先生と戸狩小学校６年生担任の堀先生。

特集  子どもたちの未来を拓く特集  子どもたちの未来を拓く
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お知らせ Pickup ⤴ お知らせ Pickup ⤴

だ
く
「
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
手

法
を
今
年
度
か
ら
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
募
集
で
の
寄
附

は
、
寄
附
者
の
思
い
が
反
映
さ

れ
、
自
治
体
と
寄
附
者
と
の
双

方
向
で
の
結
び
つ
き
を
強
く
し
、

事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
大
き
な
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
、
雪
ま
つ
り
で
の
大

型
雪
像
制
作
と
小
菅
護
摩
堂
の

修
理
に
か
か
る
2
事
業
に
つ
い

て
受
付
中
で
す
。
受
付
サ
イ
ト

で
は
事
業
の
歴
史
や
関
係
す
る

人
の
言
葉
を
添
え
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
紹
介
を
し
て
お
り
、「
返

礼
品
は
い
ら
な
い
の
で
事
業
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
い
う
方

も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

市
で
は
今
後
も
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取

り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

平成
年度 寄附額 積立額

20 1億993 1億993 
21 804 804 
22 701 701 
23 1,190 1,190 
24 1,313 1,313 
25 7,044 7,044 
26 6億2,547 1億7,877 
27 17億2,243 3億 8,332 
28 11億189 3億6,039 
29 15億8,867 5億5,000 
合計 52億5,891 16億9,292 

【単位：万円】

寄附額等の推移

活用額の推移

人気の№1「幻の米」

移住定住住宅に改修サンコーポラス飯山子育て支援拠点　Ｈ30年6月竣工 
                   飯山市子ども館「きらら」

ふるさと納税で全国から応援
「ガバメントクラウドファンディングⓇ」を開始

大型雪像制作と小菅護摩堂の修理にかかる 2 事業を実施

今
年
も
全
国
か
ら
多
く
の
応
援

　　

自
分
が
応
援
し
た
い
自
治
体

に
寄
附
を
す
る
と
、
個
人
住
民

税
が
軽
減
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
制
度
。「
今
は
住
ん
で
い

な
い
が
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
ふ
る
さ
と
だ
か
ら
」、「
お
世

話
に
な
っ
た
人
が
い
る
か
ら
」

な
ど
、
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

情
緒
あ
ふ
れ
る
飯
山
の
風
景
や

魅
力
に
惹
か
れ
、
飯
山
を
応
援

し
た
い
と
い
う
人
か
ら
の
寄
附

が
、
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
平

成
29
年
度
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附

は
、
お
よ
そ
５
万
３
千
件
。
金

額
に
す
る
と
、
約
15
億
８
千
万

円
で
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
前
年
の
11
億

円
か
ら
大
幅
に
寄
附
額
が
伸
び

ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度
は
寄

附
者
へ
お
送
り
す
る
「
お
礼
の

品
」
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
厳
格

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成

29
年
度
よ
り
も
減
少
が
見
込
ま

れ
ま
す
が
、
県
内
他
市
町
村
と

比
べ
て
も
依
然
多
く
の
寄
附
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も

事
業
者
の
皆
様
と
連
携
し
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
事
業

　

寄
附
金
は
、
返
礼
品
や
ふ
る

さ
と
納
税
推
進
に
係
る
経
費
を

差
し
引
き
積
立
金
と
し
ま
す
。

　
こ
の
積
立
か
ら
移
住
・
定
住

や
起
業
支
援
な
ど
「
地
方
創
生・

ま
ち
づ
く
り
」、「
自
然・景
観
」、

「
文
化
・
歴
史
」、「
教
育
・
福
祉
・

子
育
て
」
の
市
が
実
施
す
る
事

業
に
、
平
成
29
年
度
は
、
約

3
億
5
千
万
円
が
充
て
ら
れ
ま

し
た
。

◆
ガ
バ
メ
ン
ト

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
取
り
組
み

　　
こ
れ
ま
で
寄
附
募
集
は
、
返

礼
品
を
提
示
し
、
気
に
入
っ
た

返
礼
品
に
応
じ
た
寄
附
を
い
た

だ
く
方
法
が
一
般
的
で
し
た
が
、

寄
附
金
の
活
用
を
よ
り
明
確
に

す
る
た
め
、
市
が
支
援
し
て
ほ

し
い
事
業
を
提
示
し
、
賛
同
い

た
だ
い
た
方
に
寄
附
し
て
い
た

企画財政課 ふるさと応援係　☎ 62-3111 内線 397・398

ガバメントクラウドファンディングを採用して、寄附を募集している（左）大型雪像と（右）小菅護摩堂

■奨学生採用
　選考は人物、健康、学力、家計等について行います。

■貸与金額　月額４万円以内

■返済方法
　大学等を卒業後６カ月後から、貸付期間の２・５倍の
　期間で返済していただきます。

■申込期限　４月25日㈭

■その他
　一定の要件を満たした場合、償還額の一部を免除す
　る場合があります。詳しくはお問い合わせください。

　長野県の公立小中学校教員になることを志
し、平成31年度に短期大学または大学へ進学、
在学する学生に対して、奨学金を無利子で貸
与します。平成31年度の奨学生を以下のとお
り募集します。

■申込資格
　学校教育法による短期大学または大学の学生で、次
の要件を備えている方
⑴飯山市に生活の本拠を有し、引き続き１年以上居住し
　ていること、または居住していたこと
⑵成績が優秀であること
⑶本人及び親権者等に市税等の滞納がないこと

■主な提出書類
⑴飯山市育英生願書
⑵育英生推薦調書
⑶長野県義務教育諸学校の教育職員を目指す理由
　　　　　　　　（４００字詰原稿用紙２枚程度）
※在学証明書・戸籍謄本・学業成績証明書を添付

「教員になりたい」を応援します
飯山市育英資金奨学生募集
子ども育成課 学校教育係　☎ 62-3111 内線 361

◆
ふ
る
さ
と
納
税
の推

移
と
展
開

　　

平
成
20
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
飯
山
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
米
を
は
じ
め
と
し
た
飯
山

の
特
産
品
を
返
礼
品
と
し
て
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
平
成

25
年
以
降
年
々
人
気
が
上
昇
。

自
治
体
間
の
競
争
が
激
し
い
中

に
あ
っ
て
全
国
的
に
も
注
目
さ

れ
る
存
在
に
成
長
し
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
活
用
し
、
よ
り
多
く
の
方
か

ら
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

知
恵
を
し
ぼ
り
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

H21　　　　　　   25   26   27  28   29（年度）

3億5720万円

2億3480万円

1億1080万円
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１
月
30
日
、
31
日
と
２
日
間

に
わ
た
り
、
J 

A
な
が
の
と
と

も
に
、
飯
山
市
産
農
産
物
に
つ

い
て
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行

い
ま
し
た
。

　

J 

A
全
農
長
野
東
京
販
売

事
務
所
と
の
販
売
情
勢
に
つ
い

て
、
関
係
者
と
の
懇
談
の
ほ
か
、

豊
洲
市
場 

東
京
シ
テ
ィ
青
果

㈱
、
太
田
市
場 

東
京
青
果
㈱

の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
者
と
懇
談

し
ま
し
た
。

J 

A
な
が
の
と
と
も
に

飯
山
市
農
産
物
を
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

市
場
か
ら
さ
ら
な
る
増
産
・
安
定
供
給
の
要
望

住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
飯
山
市
が
各
部
門
ラ
ン
ク
イ
ン

若
者
世
代
へ
の

通
勤
・
就
労
・
住
宅
な
ど
の
支
援
が
評
価

　

市
場
関
係
者
か
ら
は
、「
飯

山
の
農
産
物
は
大
変
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
増

産
と
安
定
供
給
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、
足
立
市
長

は
、「
J 

A
な
が
の
と
連
携
し
、

青
果
物
の
安
定
供
給
増
産
に
向

け
、
支
援
策
を
引
き
続
き
行
っ

て
い
く
。」
と
説
明
し
、
併
せ
て

飯
山
市
の
農
産
物
に
つ
い
て
P　

R
し
ま
し
た
。

日本一ありがたいかまくら「らほつかまくら」が来場者を歓迎　

JA全農長野東京事務所関係者との懇談

宝島社『田舎暮らしの本』
2019年 2月号

飯
山
プ
ラ
ス
ラ
ボ
が

「
い
い
や
ま
雪
ざ
ん
ま
い
」を
初
め
て
開
催

　

飯
山
プ
ラ
ス
ラ
ボ
が
、
な

ち
ゅ
ら
を
会
場
に
、
１
月
26
日・

27
日
に
「
い
い
や
ま
雪
ざ
ん
ま

い
」
を
初
め
て
開
催
し
、
２
日

間
で
約
２
千
人
が
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
み
、
海
外
の
方
の
来
場
者

も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
飯
山
プ
ラ
ス
ラ
ボ

は
、
飯
山
市
と
若
者
会
議
、
市

民
交
流
姉
妹
都
市
の
大
阪
市
の

都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
室
が

お
互
い
の
資
源
、
文
化
、
知
識

を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
地
域
に
新

　

地
方
へ
の
移
住
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
に
人
気
の
月
刊
誌

『
田
舎
暮
ら
し
の
本
』
２
月
号

（
１
月
４
日
発
売
）
で
発
表
さ

れ
た
「
２
０
１
９
年
版 

第
７

回 

住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
、
飯
山
市
は
昨
年

度
よ
り
順
位
を
上
げ
て
各
部

門
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

若
者
世
代
が
住
み
た
い
田
舎
部

門
で
は
、
甲
信
エ
リ
ア
で
１
位

と
な
り
ま
し
た
。

〇
評
価
の
ポ
イ
ン
ト

　
「
新
幹
線
通
勤
補
助
金
」「
新

卒
者
Ｊ
Ｒ
通
勤
補
助
金
」「
奨

学
生
就
職
応
援
金
」
と
い
っ
た

若
者
世
代
へ
の
補
助
金
や
、
若

者
住
宅
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
、
結
婚
祝
い
金
な
ど
が
評
価

さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、

空
き
家
バ
ン
ク
物
件
成

約
数
の
増
加
（
前
回
９

軒
、
今
回
21
軒
）、
移

住
希
望
者
向
け
住
宅
、

起
業
や
就
農
を
支
援
す

る
研
修
や
補
助
金
な
ど

も
評
価
さ
れ
た
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
各
世
代
移
住

た
な
風
を
吹
か
せ
る
研
究
機
関

で
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

に
あ
た
り
、
テ
レ
ビ
会
議
を
重

ね
準
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
坊
主
バ
ー
、

忍
者
に
変
身
で
き
る
ス
ノ
ー

忍
者
、
カ
ン
ジ
キ
作
り
体
験

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市

内
の
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
を
集
め
た

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
２
日
間
で
約

３
０
０
個
が
完
売
す
る
な
ど
盛

況
で
し
た
。

者
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る

点
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
移

住
者
数
に
関
し
て
は
、
今
回
か

ら
各
市
町
村
の
人
口
に
占
め
る

移
住
者
数
の
割
合
を
算
出
し
て

評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
移

住
先
と
し
て
の
魅
力
が
よ
り
正

確
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
移
住
者
数
は
過
去

最
高
を
記
録
し
た
昨
年
度
の
88

人
を
上
回
る
勢
い
で
推
移
し
て

い
ま
す
。
市
外
で
の
移
住
相
談

会
の
開
催
数
を
増
や
し
、
飯
山

市
を
よ
り
積
極
的
に
P 

R
し
て

き
た
こ
と
も
ラ
ン
キ
ン
グ
上
昇

の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
全
国
の
「
移
住
相
談
会
の

開
催
数
が
多
い
部
門
」
で
は
全

国
１
位
（
前
回
２
位
）
に
な
り

ま
し
た
。

QRコードで
ホームページ
をチェック！

【最終答申】

新たな学習指導要領や、飯山市教育大綱が示す飯山市教育の目指す姿
等を踏まえ、子どもたちの可能性を伸ばすための望ましい保育・教育環
境の将来像を、次の３点とします。　

１　夢に向かい、自分の道を切り拓き、
未来を生き抜くための力が育つ環境づくり

２　ふるさとを知り、ふるさとを愛し、ふるさとに誇りを持つ、
飯山のために頑張れる子どもが育つ環境づくり

３　国際感覚を養い、新しい時代に生きる力と個性や多様性を尊重し、
豊かな人間性をもつ子どもが育つ環境づくり

全
国
的
に
少
子
化
が
進
む

中
、
園
児
・
児
童
・
生

徒
数
の
減
少
に
伴
い
、
保
育
園
、

学
校
の
小
規
模
化
が
進
行
し
て

い
ま
す
。　

飯
山
市
の
子
ど
も
達
に

と
っ
て
望
ま
し
い
保
育
・

教
育
環
境
の
将
来
像
に
つ
い
て
、

飯
山
市
保
育
園
・
学
校
課
題

検
討
委
員
会
に
諮
問
し
、
１
月

17
日
に
服
部
秀
人
委
員
長
か
ら

答
申
が
長
瀬
教
育
長
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
学
校
・
保
育
園
の

あ
り
方
（
抜
粋
）
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

今
後
は
、
こ
の
答
申
内
容

を
尊
重
し
な
が
ら
、
具

体
的
な
学
校
・
保
育
園
の
規
模

や
配
置
等
に
つ
い
て
、「
保
育

園
・
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委

員
会
（
仮
称
）」
を
設
置
し
、
各

種
状
況
を
踏
ま
え
、
保
護
者
や

地
域
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
し
ま
す
。詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
望
ま
し
い
教
育
環
境

○
小
学
校
教
育
の
た
め
の

　
児
童
数
は
、
１
学
級
20
人

　
以
上
、
１
学
年
２
学
級
以
上

　　

社
会
適
応
力
を
身
に
つ
け
、

切
磋
琢
磨
し
、
多
様
な
学
習
・

指
導
を
行
う
た
め
に
は
、
一
定

規
模
の
児
童
数
が
必
要
で
あ
り
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
職
員
配

置
等
を
考
え
た
場
合
、
１
学
年

を
複
数
学
級
と
す
る
こ
と
が
学

校
運
営
に
お
い
て
重
要
と
な
り
、

１
学
級
20
人
以
上
、
１
学
年
２

学
級
以
上
が
望
ま
し
い
。

子ども育成課 学校教育係　☎ 62-3111 内線 361

○
小
学
校
配
置
は

充
分
検
討
し
実
施

　

適
正
児
童
数
の
確
保
、
学
校

配
置
と
併
せ
、通
学
距
離・時
間
、

ま
た
低
学
年
児
童
の
体
力
等
を

考
慮
し
、
適
正
な
位
置
に
配
置

す
る
必
要
が
あ
る
。

○
中
学
校
教
育
の
た
め
の
生
徒

　
数
と
配
置
は
、
１
学
級
30
人

　
以
上
、
１
学
年
２
学
級
以
上

　

生
徒
の
興
味
・
関
心
・
意
欲

等
が
多
様
化
す
る
時
期
で
あ

り
、
学
習
面
と
併
せ
、
学
校
行

事
や
部
活
動
、
生
徒
会
活
動
な

ど
も
生
徒
に
と
っ
て
は
大
変
重

要
な
こ
と
か
ら
、
中
学
校
は
小

学
校
以
上
に
一
定
規
模
の
生
徒

数
と
複
数
学
級
の
編
成
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
１
学
級
30

人
以
上
、
１
学
年
２
学
級
以
上

が
望
ま
し
い
。

◆
望
ま
し
い
保
育
環
境

○
小
学
校
区
単
位
を
基
本
と
し

　
た
規
模
と
配
置
。
飯
山
小
学

　
校
区
内
は
、
あ
き
は
保
育
園

　
と
し
ろ
や
ま
保
育
園
を
統
合
。

　　
３
歳
以
上
児
は
集
団
活
動
の

充
実
を
図
る
た
め
、
一
定
規
模

望ましい保育・教育環境の将来像
飯山市保育園・学校課題検討委員会が答申

の
園
児
数
が
必
要
と
な
る
。
３

歳
未
満
児
は
発
達
に
応
じ
た
保

育
を
行
う
た
め
、
で
き
る
限
り

年
齢
別
に
ク
ラ
ス
を
分
け
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
各
種

行
事
等
の
運
営
な
ど
か
ら
も
、

一
定
規
模
園
児
数
の
保
育
園
運

営
が
必
要
と
な
る
。
園
児
の
多

く
が
区
域
内
の
小
学
校
に
就
学

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
学
校

区
単
位
を
基
本
と
し
た
規
模
の

園
児
数
に
よ
る
保
育
園
運
営
が

望
ま
し
い
。
飯
山
小
学
校
区
に

は
、
公
立
保
育
園
が
２
園
あ
る
。

一
定
規
模
の
園
児
数
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
２
園
を
統
合
し
、

２
０
２
１
年
４
月
に
し
ろ
や
ま

保
育
園
施
設
に
新
た
に
開
園
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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長野県民
交通災害共済

安い会費で大きな安心

県内15の市が共同で行っている共済
です。会費を納めて会員になった方が、
万一交通事故にあったときにお見舞金
を支給する制度です。
会費　1人年額 400円。市内保育園・
幼稚園の園児および小・中学生は、学
校（園）での団体申し込み（1人年額
100円）。
申込　今月各家庭にお配りした申請書
をご確認のうえ、会費を添えて区長さ
ん、または金融機関へお申し込みくだ
さい。現在会員の方も新たに手続きが
必要です。

　

平
日
、
市
役
所
に
来
庁
で
き
な

い
方
や
急
な
引
っ
越
し
に
伴
う
手

続
き
な
ど
を
す
る
方
は
、
取
扱
業

務
や
持
ち
物
等
を
ご
確
認
の
う

え
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。
ま
た
臨
時

日
曜
窓
口
で
は
、「
転
出
証
明
書
」

な
ど
、
ご
本
人
や
同
居
の
親
族
以

外
に
は
発
行
で
き
な
い
証
明
書
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
民
環
境

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
臨
時
日
曜
窓
口
開
設
日

　
３
月
17
日
㈰
・
24
日
㈰
・
31
日
㈰

■
開
設
時
間

　
午
前
8
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

■
取
扱
業
務
内
容

○
転
出
、
転
入
、
転
居
届
な
ど
住

　
民
異
動
に
関
す
る
届
書
の
受
理

○
各
種
証
明
書
の
発
行
（
戸
籍
・

　

除
籍
、住
民
票
、印
鑑
証
明
等
）

○
印
鑑
登
録
（
新
規
、
亡
失
、
変

　

更
）
の
受
理

○
国
民
健
康
保
険
証
の
発
行
・
回

収
（
転
入
・
転
居
・
転
出
に
伴

う
も
の
）

○
各
種
戸
籍
届
書
の
受
理

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

（
3
月
24
日
、
31
日
の
み
）

　

受
付
時
間
は
、
8
時
30
分
か

ら
11
時
30
分
ま
で
。
申
請
済

み
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
交
付
通
知
書
を
受
け
て

い
る
方
に
限
り
ま
す
。
交
付

通
知
書（
は
が
き
）に
書
か

れ
て
い
る
持
ち
物
を
持
参
の

う
え
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

○
印
鑑
（
認
印
）

○
本
人
を
証
明
す
る
顔
写
真
付

き
の
公
的
機
関
発
行
の
証
明

書
（
運
転
免
許
証
等
ま
た
は
、

保
険
証
な
ど
二
種
類
以
上
の

本
人
確
認
で
き
る
も
の
）

○
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
国

　
民
健
康
保
険
証

○
市
外
か
ら
飯
山
市
へ
転
入
さ
れ

　
る
方
は
、
他
市
町
村
発
行
の
転

　

出
証
明
書

■
対
応
で
き
な
い
業
務

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ
る

特
例
の
転
出
・
転
入
手
続
き

○
車
両
の
臨
時
運
行
許
可

○
改
葬
許
可

○
社
会
保
険
資
格
の
取
得
・
喪

失
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
の

手
続
き

※
そ
の
他
、
開
庁
日
と
は
異
な
り

対
応
で
き
な
い
業
務
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

【発 行 日】　毎週土曜日（祝日を除く）
【受付時間】　午前 8時 30から正午まで
【発行できる証明の種類】
　　　　・住民票の写し ・戸籍謄本・戸籍抄本
　　　　・印鑑登録証明書
【受付窓口】　市役所 1階市民環境課窓口

土曜日の証明窓口

市
民
環
境
課 

市
民
係 

☎ 

内
線 

１
５
１
・
１
５
６

　３月１日から31日までの１カ月間を「ごみ減量推進月間」とし、ご家庭や事
業所から排出されるごみの減量と、適切な分別による資源物のリサイクルを進め
るため、広く呼びかけを行います。日々、身の周りでごみ減量につながることは
さまざまあると思いますが、できることからコツコツと積み重ねをお願いします。
なお、期間中は特にもえるごみの減量を推進するため、次の２点にご協力をお願
いします。
①生ごみの減量にご協力をお願いします
　指定袋に入れる前に十分に水を切る、コンポスト容器や生ごみ処理機等を利
用して堆肥化するなどの方法で、生ごみの減量にご協力をお願いします。料理を
作り過ぎない、食べ残しをしない、といったことも生ごみの減量につながります。
②資源物をもえるごみで出さないようお願いします
　日頃から分別収集にご協力をいただいておりますが、分ければ資源となる古紙
やプラスチック製容器包装が、もえるごみの中に混入している状況がまだまだ見
られます。ごみを正しく分別することはごみ減量への第一歩です。指定袋へ入れ
る前にもう一度確認をお願いします。

３月は「ごみ減量推進月間」です
市民環境課 生活環境係 ☎内線 191・192

市民環境課 市民係 ☎内線 151・156

市
民
の
皆
さ
ん
の
転
出
・
転
入
の
届
出
が
増
え
る 

３
月
17
日
・
24
日
・
31
日
に

臨
時
日
曜
窓
口
を
開
設
し
ま
す

65 歳以上の方が対象

基本チェックリストの分析が進んでいます
地域包括支援センター ☎62-3111 内線183・186

　飯山市は、65歳以上の高齢者が占める割合が 37.0％を超え、「超高齢社会」を迎えています。いつまでも健やかに自分らし
く暮らすために、今の生活を振り返る【きっかけ】として、市では毎年、65歳以上で要介護認定を受けていない方を対象に、
心身の状況や日常生活の様子をうかがう「基本チェックリスト」（25項目の質問に「はい」「いいえ」で答えるもの）を配布し、
回答結果によって介護予防事業への参加を勧めています。
　昨年 7月、市は学校法人四徳学園　長野保健医療大学と連携に関する協定を締結し、今後の介護予防施策に活かすため、こ
の「基本チェックリスト」の分析を行っています。今回は、分析結果の一部をご紹介します。

　基本チェックリストは、自分では気づきにくい心身の衰えを早期に発見できる手段のひとつです。早めに衰えに気づいて改
善に努めれば、心身の機能を維持・向上することができます。分析は今も続いており、今後もさまざまなことが明らかになり
ますので、結果が整い次第、市報等を通じて市民の皆様にお伝えしていく予定です。この分析結果を活かし、多くの皆様が元
気で、住み慣れた地域でいきいき暮らし続けることができるよう、事業に反映していきます。

　平成 26年度に「基本チェックリスト」調査に回答され
た 4,711 名（男 2,229 名、女 2,482 名）の中で、国が当
時「要介護状態となるおそれが高い状態」とした【二次予
防事業対象者】に該当する方の数を求めました。

　【二次予防事業対象者】とは、「生活機能（項目 1～ 20
のうち 10項目以上に該当）」、「運動器機能（項目 6～ 10
の 3項目以上に該当）」、「栄養状態（項目 11，12 の 2項
目に該当）」、「口腔機能（項目 13～ 15）の 2項目以上に
該当」の 4基準のいずれか 1つ以上に該当した方を指しま
す。

　対象者となった方は、女性では 1,117 名（45％）、男性
では 722 名（32.4％）でした。年代別では、75歳未満で
20～ 30％、75 ～ 79 歳で約 40％、80 歳以上では 50％
以上で、該当した基準は多い順に、運動器機能 1,256 名
（26.7％）、口腔機能 789 名（16.7％）、生活機能 530 名
（11.2％）、栄養状態 482 名（10.2%）、でした。該当した
基準が 1 つの人は 1,050 名、2 つ 421 名、3 つ 307 名、
4つ 61名でした。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

90～

85～ 89

80～ 84

75～ 79

70～ 74

65～ 69

該当 非該当

120人 21人

261人 124人

431人 338人

389人 555人

298人 754人

340人 1,080 人

年代別
年代

【結果のまとめ】
１　介護保険サービスを受けずに地域生活を送ってい
　　る 65歳以上の男性の32.4％、女性の45％が「要
　　介護になるおそれ」が高いと考えられました。
２　「要介護となるおそれ」のある人は、75 歳を越え
　　ると増え始め、80歳を過ぎると2人に1人が「要
　　介護のおそれ」がある状態でした。
３　「要介護となるおそれ」の原因は足腰（運動器）の
　　衰えが最も多くみられました。

二次予防事業対象者基準の該当者

女

男

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
該当 非該当

1,117人 1,365 人

722人 1,507 人

男女別
性別

1,839 人 2,872 人全体



猫
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す　

　

長
野
県
動
物

愛
護
会
北
信
濃

支
部
で
は
、
猫

の
習
性
や
疾
病

な
ど
を
学
ぶ
こ

と
を
通
じ
て
正

し
い
飼
養
方
法

や
関
わ
り
方
を
知
る
こ
と
を
目
的

に
、猫
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　飯山市消防団では、消防団員を随時募集
しています。男性も女性も消防団に興味の
ある方、地域の安
心、安全に貢献し
たいと思う方は、
お近くの消防団員
か飯山市消防団事
務局（危機管理防
災課）までお問い
合わせください。
　皆さんのご応募
をお待ちしており
ます。
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70
歳
か
ら
の

　
元
気
は
つ
ら
つ
講
演
会

を
開
催
し
ま
す

　
■
日
時3月

15
日
㈮  

午
後
１
時
30

分
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

■
場
所

　

飯
山
市
公
民
館 

２
階 

講
堂

■
内
容

・
第
１
部

（
午
後
１
時
半
か
ら
午
後
２
時
ま
で
）

　

高
齢
者
の
権
利
擁
護
に
つ
い
て

・
第
２
部

（
午
後
２
時
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

　

講
演　

死
ぬ
ま
で
元
気
で
！

　

講
師　

飯
山
赤
十
字
病
院

 

名
誉
院
長 

古
川
賢
一 

先
生

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
内
線
１
８
３・１
８
６
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飯
山
市
役
所

■
開
催
日
時

 

・
３
月
の
平
日
限
定

　

午
前
10
か
ら
午
後
８
時
ま
で

※
相
談
会
は
１
回
１
時
間
。
各
時

間
１
組
限
定
で
す
。
事
前
に
ご
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
京
で
移
住
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

「
北
信
州
い
い
や
ま
百
姓
塾
」

　

飯
山
に
移
住
し
て
新
規
就
農
さ

れ
た
中
居
正
人
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、「
北
信
州
い
い
や
ま
百
姓
塾
」

と
題
し
た
田
舎
暮
ら
し
＆
就
農
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
飯
山
暮

ら
し
の
楽
し
み
や
、
農
業
実
践
談

な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

■
開
催
日
時

 

・
３
月
9
日
㈯ 

午
後
０
時
30
分
か
ら
午
後
３

時
30
分
ま
で

■
会
場

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

ン
タ
ー

※
移
住
相
談
会
、
セ
ミ
ナ
ー
の
詳

細
・
お
申
込
み
は
移
住
定
住
推
進

課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、「
い

い
や
ま
住
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

飯

山
市
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
」
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://furusato-iiyam
a.net

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
学
生
を

募
集
し
ま
す

■
入
学
資
格

概
ね
50
歳
以
上
の
県
内
在
住
者

■
募
集
人
員

北
信
学
部　

60
人

■
学
習
主
会
場　

 

飯
山
市
公
民
館
（
入
学
式
・

卒
業
式
は
長
野
県
飯
山
庁
舎

で
行
い
ま
す
。）

■
学
習
期
間

　
２
年

■
学
習
時
間

年
間
15
日
×
４
時
間
／
日

■
学
習
内
容 

教
養
講
座（
知
識
や
教
養
を

３
月
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
移
住

相
談
会
、
移
住
セ
ミ
ナ
ー
の

お
知
ら
せ

　

移
住
定
住
推
進
課
で
は
、
飯
山

市
へ
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
希

望
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
東

京
や
飯
山
市
役
所
な
ど
で
移
住
相

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
仕
事

や
住
ま
い
、
子
育
て
の
こ
と
、
雪

国
の
暮
ら
し
な
ど
、
個
別
に
じ
っ

く
り
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

東
京
・
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

■
開
催
日
時

 

・
３
月
9
日
㈯
、
23
日
㈯ 

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
会
場

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ　

４
階　

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

東
京
都
中
央
区
銀
座
５
丁
目

６-

５ 

Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ビ
ル

東
京
・
ふ
る
さ
と

回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

■
開
催
日
時

・
３
月
22
日
㈮

　

午
後
３
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

■
会
場

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

ン
タ
ー
（
東
京
都
千
代
田
区
有

楽
町
２-

10-

１
東
京
交
通
会

館
８
階
）

移
住
定
住
推
進
課 

移
住
定
住
係

☎
内
線
２
５
４・２
５
５

QRコードで
ホームページ
をチェック！

QRコードで
ホームページ
をチェック！

上下水道課では、４月から水道のメーター検針業務を行っていただく委
託員を新たに募集します。詳しくはお問い合わせください。

■募集人数　１名
■応募資格　飯山市内在住のおおむね６０歳未満の方で、自家用のバイ
　　　　　　クまたは自動車で検針ができ、健康で長く勤務できる方。
■業務内容　各戸の水道メーターの検針。偶数月は１０日程度、奇数月
　　　　　　は４日程度の業務従事となります。なお、１月から３月ま
　　　　　　での冬期間は検針を行いません。
■委託料金　年間８０万円前後（件数による歩合制）
■応募方法　市販の履歴書に記入のうえ、上下水道課に提出または郵送
　　　　　　してください。追って面接等についてお知らせします。
■応募締切　３月４日（月）　当日消印有効

水道検針業務委託員を募集します
上下水道課 業務係　☎ 内線 224

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
北
信
学
部

☎ 

62-

３
７
２
５

身
に
つ
け
る
講
座
）選
択
講
座

（
創
作
実
技
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

を
選
択
し
て
行
う
講
座
）社
会

活
動
講
座（
社
会
参
加
活
動
を

実
践
す
る
講
座
）

■
授
業
料

年
額
１
万
円　
（
予
定
）
こ
の

ほ
か
に
、
教
材
費
や
自
治
会

費
等
の
費
用
が
必
要
で
す
。

■
募
集
期
間 

２
月
１
日
㈮
〜
３
月
15
日
㈮

■
募
集
案
内
入
学
願
書

募
集
案
内
・
入
学
願
書
は
、

北
信
保
健
福
祉
事
務
所
（
福

祉
課
）、
市
役
所
に
お
い
て
配

付
し
ま
す
。（
1
月
中
旬
〜
）　

（
公
財
）
長
野
県
長
寿
社
会
開

発
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
ま
す
。

■
申
込
み
先

入
学
を
希
望
す
る
各
学
部(

北

信
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
）

ま
た
は
市
役
所
へ
入
学
願
書
を

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。（
３
月
15
日
の
消
印
有
効
）

■
入
学
決
定

３
月
下
旬
に
各
学
部
か
ら
通

知
し
ま
す
。

■
そ
の
他

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

飯山市消防団員
随時募集しています
危機管理防災課 　☎ 内線370・371

14

長
野
県
動
物
愛
護
会

北
信
濃
支
部
事
務
局

☎ 

62-

６
０
３
５

人
と
猫
が
共
生
で
き
る
社
会
を
目

指
す
た
め
、
猫
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
参

加
費
は
無
料
で
、
申
し
込
み
も
い

り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時

３
月
23
日
㈯　

午
後
２
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で

■
場
所　

飯
山
市
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ

ら 

多
目
的
ル
ー
ム
１

■
内
容　

・
猫
の
疾
病
に
つ
い
て

・
習
性
と
正
し
い
飼
い
方
に
つ
い
て

■事務臨時職員（４月から勤務）
○主な職務内容
書類の印刷、コピー、窓口の応対、伝票起票、パ
ソコンを使って書類等の作成等
○勤務形態と賃金
１カ月の出勤日数は 19日。時給 849 円
（月 19日勤務した場合 12万 5,016 円）　
○勤務時間
午前８時 30 分から午後５時 15 分（１日７時間
45分）原則土日祝日の勤務や残業はありません。
※申し込み締切日は 3月５日㈫、面接試験日は３月
中旬です。

臨時職員（事務職・看護師）
嘱託職員（保健師）
を募集します
庶務課 庶務係　☎ 内線 333

■看護師臨時職員（随時募集）
○主な職務内容
介護予防ケアマネジメント業務、高齢者等の相談
業務等
○勤務形態と賃金
１カ月の出勤日数は 19日。時給 1,085 円
（月 19日勤務した場合 15万 9,766 円）
○勤務時間
午前８時 30 分から午後５時 15 分（１日７時間
45分）原則土日祝日の勤務や残業はありません。

■保健師嘱託職員（随時募集）
○主な職務内容
障がい者ケア会議、コミュニケーション支援に関する
業務等
○賃金
月 23万 100 円、期末手当（6月、12月）
○勤務時間
午前８時 30 分から午後５時 15 分（１日７時間
45分）原則土日祝日の勤務はありません。
※ハローワーク紹介状をご持参ください。

午前８時 30 分から午後５時 15 分（１日７時間

障がい者ケア会議、コミュニケーション支援に関する

午前８時 30 分から午後５時 15 分（１日７時間

自
動
車
事
故
に
よ
る

被
害
者
援
護
制
度
の
お
知
ら
せ

【
介
護
料
の
支
給
】

　

自
動
車
事
故
に
よ
り「
脳
」、「
脊

髄
」、「
胸
腹
部
臓
器
」
を
損
傷
し
、

重
度
の
後
遺
障
害
を
持
つ
た
め
、

日
常
生
活
動
作
に
つ
い
て
介
護
が

必
要
と
な
っ
た
方
が
対
象
。

○
特
Ⅰ
種　
６
万
８
４
４
０
円
〜

　
　

     　
　

13
万
６
８
８
０
円

○
Ⅰ
種　
　
５
万
８
５
７
０
円
〜

　
　
　

  　
　

10
万
８
０
０
０
円

○
Ⅱ
種　
　
２
万
９
２
９
０
円
〜

　
　
　
　
　

  

５
万
４
０
０
０
円

【
交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
の

無
利
子
貸
付
】

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者

が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
度
後
遺

障
害
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
ご
家

庭
の
中
学
校
卒
業
ま
で
の
お
子
様

を
対
象
に
、
育
成
資
金
の
無
利
子

貸
付
を
行
う
。

○
貸
付
金
（
無
利
子
）

一
時
金　
　
　

15
万
５
０
０
０
円

毎
月　
　
１
万
円
ま
た
は
２
万
円

入
学
支
度
金（
小
中
学
校
入
学
時
）

　
　
　
　

  　
４
万
４
０
０
０
円

○
返
還
方
法

　

原
則
20
年
以
内
で
の
均
等
払

い
。（
進
学
・
病
気
等
に
よ
る
返

還
猶
予
制
度
あ
り
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
独
）
自
動
車
事
故
対
策
機
構
長
野
支
所

☎
０
２
６-

４
８
０-

０
５
２
１


